
 

 

 

 

  

 

 

 日本古来の日用品であり文化でもある手

拭。布巾としての利用以外に、装身具とし

て、包装用として、そして祭りでは町内の

シンボルマークとして…など、現代でも幅

広く活用されています。 

 このたび、上記の日程で、地元の工芸家

とギャラリーが中心となって手拭祭りを開

催する予定です。皆様からの手拭作品も募

集する予定です。 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手拭祭り 

～手拭をアートする～ 

期間：7/25（金）～8/3（日） 
会場：森下文化センター ほか 

第31号 

               平成26年４月15日発行 

 
 

〒135-0004 東京都江東区森下3-12-17     

 電 話 03-5600-8666  

 F A X 03-5600-8677     

 H P http://www.kcf.or.jp/morishita 

【開館時間】午前９時～午後１０時 

【 休 館 日 】第1･3月曜日(祝日の場合は開館)  

年末年始（12/29～1/3） 

 

‘１４ 4月号 

No.13 

森下文化センター初となる、素浄瑠璃の公演が決定しました。きっか

けは文楽三味線の第一人者であり、昨年、紫綬勲章を受章された野澤

錦糸氏が東京滞在時にはセンター近くに宿を取っていたこと。氏が育

てる若手太夫の発表の場を探されているとのお話から今回の公演に

至りました。この機会をお見逃しなく。 

文楽太夫の人間国宝・竹本住大夫の門下、入門五年目の竹本小住大夫が野澤錦糸の胸を

借りて、「御所桜堀川夜討 弁慶上使の段」に挑戦します。文楽ファンの方はもちろん、

素浄瑠璃初体験の方も、ぜひお越しください。 

三
味
線 

野
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竹
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住
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浄瑠璃
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5 月27 日（火）19：00開演（18：30開場） 

全席自由2,000円 友の会1,800円  

森下文化センター 2階 多目的ホール 

演目：御所桜堀川夜討 三段目 弁慶上使の段 

発売中 

予告 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

森
下
界
隈
人
物
伝
【
番
外
編
】 

 

伊
東
深
水
と
伝
統
芸
能 

 

森
下
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
・
伊
東
深
水
は
美
人
画

の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
絵
に
は「
鏡

獅
子
」「
愚
痴
」「
娘
道
成
寺
を
踊
る
吾
妻
徳
穂
」
な

ど
、
歌
舞
伎
や
日
本
舞
踊
な
ど
を
題
材
と
し
た
作
品

な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
伝
統
芸
能
と
の
関
連
か
ら
言
え
ば
、
小
唄

の
世
界
に
も
作
詞
家
と
し
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
て

い
て
、
深
水
が
作
詞
し
た
小
唄
は
百
と
も
百
五
十
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

代
表
作
と
し
て
は
「
辰
巳
よ
い
と
こ
」（
常
盤
津
三

蔵
曲
）
が
あ
り
、
深
川
生
ま
れ
の
深
水
が
深
川
を 

舞
台
と
し
て
作
詞 

し
た
こ
の
小
唄
は 

小
唄
の
ス
タ
ン
ダ 

ー
ド
ナ
ン
バ
ー
と 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ゆ
か
り
の
マ
ン
ガ
家
と
伝
統
芸
能 

 

◆
た
ち
い
り
ハ
ル
コ 

 

た
ち
い
り
ハ
ル
コ
さ
ん
は
、
第
７
回
「
の
ら
く
ろ

マ
ン
ガ
賞
」
よ
り
、
審
査
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。『
ピ
コ
ラ
・
ピ
コ
ラ
』『
パ
ン
ク
・
ポ

ン
ク
』
な
ど
、
可
愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
魅
力

の
ギ
ャ
グ
漫
画
を
描
き
、
人
気
を
博
し
ま
し
た
。 

 

平
成
18
年
か
ら
は
、
国
立
劇
場
の
歌
舞
伎
鑑
賞
教

室
の
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
描
い
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
黒
衣
」

は
、
国
立
劇
場
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
“
く
ろ
ご
ち
ゃ
ん
”

と
し
て
定
着
し
、
多
く
の
グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
着
ぐ
る
み
は
、 

ロ
ビ
ー
で
の
送
迎
や 

鑑
賞
教
室
の
解
説
役 

と
し
て
大
活
躍
中
で
す
。 

 

◆
成
田
美
名
子
「
花
よ
り
も
花
の
如
く
」
白
泉
社
（
既

刊
12
巻
） 

 

成
田
美
名
子
さ
ん
は
、
平
成
25
年
１
月
に
講
座

「
永
遠
の
少
女
マ
ン
ガ
～
名
物
編
集
長
が
語
る
少
女

マ
ン
ガ
史
～
」
の
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
ご
登
壇
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
在
連
載
中
の
本
作
は
、「
能
」
が
テ

ー
マ
。
能
楽
界
に
生
き
る
人
々
の
日
常
と
若
手
能
楽

師
た
ち
の
心
の
動
き
な
ど
を
描
い
て
い
ま
す
。
３
巻

収
録
の
「
秘
密
」
で
は
、
曾
祖
父
に
ま
つ
わ
る
謎
を

解
く
た
め
、
主
人
公
が
深
川
～
門
前
仲
町
を
訪
ね
る

シ
ー
ン
が
あ
り
、
深
川
不
動
近
く
の
町
並
み
が
細
や

か
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◆
お
お
や
ち
き
「
ぴ
あ
歌
舞
伎
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」 

 

平
成
25
年
２
月
、
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
で
初
の
個

展
を
開
催
し
た
、
お
お
や
ち
き
さ
ん
。
平
成
３
年
発

行
の
こ
の
本
で
は
、
解
説
マ
ン
ガ
や
挿
絵
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
お
お
や
さ
ん
の
華
麗
で
緻
密
な
絵
柄
が

ふ
ん
だ
ん
に
散
り
ば
め
ら
れ
、
歌
舞
伎
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
、
今
読
み
返
し
て
も
楽
し
め
る
名
本
で
す
。 

 

★ 
 

★ 
 

★ 
 

ご
紹
介
し
た
コ
ミ
ッ
ク
・
書
籍
は
、
全
て
森
下
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
で
閲
覧
出
来
ま
す
。
今
で
は
入
手
困
難
な
本
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

の
ら
く
ろ
便
り
で
は
、「
森
下
界
隈
人
物
伝
」
と
し
て
各
界
で 

活
躍
す
る
森
下
ゆ
か
り
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

エ
リ
ア
を
江
東
区
に
拡
大
し
た
番
外
編
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

くろごちゃん 

たちいりハルコ画 

森 下 で 遊 ぼ う ！学 ぼ う ！ 

森下アートスペースでは・・・ 

約4千冊のマンガ・アニメの関連本が読める！ 
 田河水泡『のらくろ』全巻はもちろん、田河水泡の弟子たちの作品、

手塚治虫や水木しげる、藤子不二夫などの名作漫画も揃っています。 

さらに『このマンガがすごい！2014』で上位にランクインした 

最新の話題作や、大人気の『ONE PIECE』も全巻揃った驚きのライ

ンナップ！お気に入りの作品をじっくりお楽しみください。 

 

のらくろ館ＧＷ特別展      

寄贈コレクション展～少女マンガを中心に 

     4/28（月）～5/９（金） 

            森下文化センター展示ロビー 入場無料 

 

伊東深水・関根正二紹介展示コーナー 
 

          少年時代を共に過ごしたふたりの生涯につい 

         てパネル等で紹介しています。 

 現在、伊東深水が母校である深川小学校の開校八十周年記念冊子に

寄せた直筆原稿と表紙の原画を展示しています。画集、美術の関連書

籍や雑誌等も豊富に揃え、ゆっくりと閲覧いただけます。 

田河水泡・のらくろ館 
 『のらくろ』の原画や田河水泡愛用の品  々

を多数展示。さあ、昭和へタイムスリップ！ 

窓口ではのらくろ絵はがきやTシャツなど 

グッズの販売も行っています。 

 
 

江 戸 職 人 
 伝

統
工
芸 

工
匠

た

く

み

壱
番
館
・
弐
番
館 

江東区は、江戸～東京の人々の暮らしを支えてきた職人さんの住む町です。 

工匠（たくみ）の館では江東区の職人さんと現代に生きる伝統工芸の数々を紹介しています。 

江東区と職人 
 

 運河に囲まれた江東区には、江戸

時代「海辺大工町」という町があっ

たほど、たくさんの船大工がいまし

た。工匠弐番館では、江東区の歴史

に関わる職人 

さんたちを紹介、 

貴重な道具などを 

展示しています。 

◆木村裕 
深川番所ギャラリー 

【住所】常盤1-1-1-2F 

【電話】03-6666-9862 

【期間】4/1（火）～26（土） 

    （月火休） 

【時間】12:00～19:00 

【定休日】月曜 
 

◆土屋 祐子・玉木 直子 二人展 

 「パーミエイション」 

SAKuRA GALLERY 

【住所】常盤 2-10-10 

【電話】03-3642-5590 

【開催中】4/8（火）～4/20（日） 

【時間】12:00～19:00 

（最終日は17:00まで） 

【定休日】月曜 

◆乙女とＳｗｅｅｔｓ 

～ 天使か･･･魔女か･･･ ～ 
アーツ＆クラフツギャラリ－kopis－ 

【住所】白河 1-2-12-1F 

【電話】03-5639-2381 

【期間】4/20(日)～ 4/26(土) 

【時間】11:00～19:00 

【定休日】火曜 

◆蒼野甘夏 憧 憬 

Art Gallery 

 Gallery Forgotten Dreams 

【電話】03-5809-8217 

【住所】白河1-3-21 2F 

【期間】4/5(土)～ 5/6(火・祝) 

【時間】12:00～19:00  

【定休日】月・火曜 

4/29、5/5、5/6は営業 
 

工匠壱番館 
 

 江東区では桶やべっ甲、江戸切子

や江戸提灯など、今でもたくさんの

職人さんが活動されています。これ

らの技術は無形文化財として登録

されており、工匠壱番館では保持者

の作品の数々を見ることが出来ま

す。 

江戸・東京・江東区の 

関連図書が大量に揃う！ 
 

 工匠壱番館内には江戸や東京に

関連した豊富な資料を無料で観覧

できるスペースがあります。江東区

の歴史や伝統を知るにはもってこ

いのスペースです。 

伊東深水 

気になる展覧会が続々開催！ 

ご近所ギャラリーに出かけてみませんか♫ 


